
平 歳
・
3琴 技 術 開 発 実 施 報 告

様式 2 えびの営林署

課題 ヒノキ林分における択伐 (間伐を繰り返す)天然更新施業法

継続・新規

指示・
〇
任意

担

当

造林課 開

発

箇

所

黒鹿国有林

66ほオ本/1ヽ班

開

発

期

間

平成

3年度

平成

12年度

年 度 別 実 施 経 過 3年 度 実 施 報 告

,試験地設定

(1)30%伐採区

(2)40%伐採区
(3)50%伐採区
別紙のとおり

2,伐採前の林況調査
立本調査 (間伐調査 )

別紙のとおり

3,伐採前地杵の検討
間伐実行後検討する。

4,相対照度調査点の固定と調査
平成 4年度実行とする。
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ジ 幹 千 技 術 開 発 実 施 報 告

様式 2 えびの営林署

課題 ヒノキ林分における択伐 (間伐を繰り返す)天然更新施業法

継続・新規 担

当

指導普及課 開

発

箇

所

黒鹿国有林

6ほ林/Jヽ班

開

発

時

間

成
　
　

成

１

平
　
　

平

3年度

2年度

指示ec
任意

年 度 別 実 施 経 過 4年 度 実 施 報 告

平成 3年度

1,試験地設定

① 30%伐採区
②40%伐採区
③ 50%伐採区

2,伐採前の林況調査

①立本調査 (間伐調査 )

1, 地搾

間伐実行後検討する。

稚幼樹調査プロッツトの設定。

lm× lmを 各区 3箇所以上設定

別紙のとおり

稚樹の発生と成長量 (樹高 )

調査、別紙のとおり

相対照度調査点の固定と調査。

2,

3,

4,



Ⅲ 調査事項

1 林況調査 (ha当たり) 単位 :本数=本 ,材積=m

試
験

区
樹 種

伐 採 前 伐   採
市 拓 _ 雨 佑

量 伐 採 後

本 数 材 積 本 数
切
古同
下
樹

切
級
丁
径 材 積 本 数 材 積

３０

％
区

ヒノキ ご̂か『

“

2アメ /2μ /“ ノ ク ∂′ ス/ιθ ′0`

その他
7 / 7 /` // /

十一言
ロ ∂.・ア/ 2ヌ

「

Pミ/ どP ′./`つ ′0`

４０

％

区

ヒノキ クリ7タノ ュア2 /″
`う

μ /0 //乙 /_ア/ /♂θ

その他

`/

ス ιノ ノ
リ ′

十一〓
ロ ′ δo2 //// 〃 仏 /_どア/ /3υ

５０

％

区

ヒノキ →/ク 7 3/“ /'36 /ご /● /rメ ノパ17ノ ′ζ3

その他 e3 J J3 /ス // ぎ

計 ∴/¢
υ 3/7 /rごァ ″ ぇd「 7/ ノξB

2 稚幼樹の成長量 (樹高cm・ 根元径mm)調査

試験区 区 分 年度 年度 年度 年度 年度

30%区
樹 高

根元径

40%区
樹 高

根元径

50%区
樹 高

根元径



3 相対照度調査 (調査は各区60点を固定し,6月下旬～7月 に行う)

試験区 伐採前 伐採後 よ年度 年度 年度 年度 年度

30%区
り、〃

40%区
θ、ノリ乙

50%区 θ、//

4 ヒノキ稚幼樹の発生,消長調査 (lhよ当り)

5 造林作業の功程調査 (単位 :人/ha)

地 持 刈出し 下メ1り 除 伐 つる切 枝打ち 植込み

30%区

40%区

50%区
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状 況 写 真 区分
1急 i スル喘の 営林署

(様 式 6)

「



ゲ ど
ζ
午
技 術 開 発 実 施 報 告

様式 2                     えびの営林署

課題 ヒノキ林分における択伐 (間伐を繰り返す)天然更新施業法

継続.新規

指示.C

任意

担

当

指導普及課

開

発

箇

所

黒鹿国有林

66ほ本本ノ」ヽ班

開

発

期

間

平成 3年度

平成 12年度

年 度 別 実 施 経 過 年 度 実 施 報 告

平成 3年度
|,試験地設定

イ30%伐 採区
日40%伐 採区
ハ 50%伐 採区

2,伐採前の林況調査

イ立本調査 (問伐調査 )

平成 4年度

1,稚幼樹調査フ
゜
日ヽット設定

lX l%各 3箇所別紙の
とおり

2,稚樹の発生と成長量 (樹
高 )

調査別紙のとおり

3,相対照度調査点の固定と
調査

平成 5年度
1,刈出しの実施

(必要性と方法 )
問伐不実行のため実行 していない.

2,稚樹の発生消長と成長量調査

別紙のとおり

3,相対照度調査

別紙のとおり



録 区分
1白 fl え び の 営林署(様 式 4)

調査事項

1 林況調査 (ha当 たり) 単位 :本数 =本 ,材積=m

3 相対照度調査 (調査は各区60点を固定し,6月 下旬～7月 に行う)

造林 1乍業の功程調査

調査結果及び考察 を記入す る。
状況写真は別途整理す る。

採   量
平均丁平均T―
径級
1樹
高
1材 積

ごご 1 /¢ 1 //

試験区 伐採前 伐:采残 年度 年度 年度 年度 年度

30'6区
0_// θtノ3

40%区
ε_′ / り、//

50%区 ,′ / θ、/ス

稚幼樹の成長量 (樹高cm・ 根元径mm)調査

試験区  1区 分

4 ヒノキ稚幼樹の発生,消長調査

区 分 争年度 ょ年度 年度 年度 年度

３０
％
区

10om下 22`′。ι ,ヽδ炒 つ

H cm上 ′ア沖
“

″ 0

↓
―

_7“″ ′
a ∂gみ?"

∞
％
区

10c‖下
゛

“

/ノ r' ぐ 炒

H cm上
/ごずρ /′ Or′つ

言十
R∫

““

。 ク/餃

10cm下
2ス 47″ のよρ

Hc‖上 /θ 8σり /″クOι

スクタ′ワ:

“

/ア P′

(単位 :人 /ha)

地 持 メ1出 し 下メリリ 除  伐 つる切 枝打ち 植込み

30'`区 回

40%区

50%区

記載要領



ギ ヽ弊 技 術
開 発 実 施 報 告

様式 2                     えびの営林署

課題 ヒノキ林分における択伐 (間伐を繰り返す)天然更新施業法

継続.新規

指示.循⊃

任意

担

　

　

当

指導普及課

開

発
箇

所

黒鹿国有林

66ほ林ノ」ヽ班

開

発
期

間

平成 3年度

平成 12年度

年 度 別 実 施 経 過 年 度 実 施 報 告

平成 3年度
|,試験地設定
イ30%伐 採区
□40%伐 採区
ハ 50%伐 採区
2,伐採前の林況調査
イ立本調査 (間伐調査 )

平成 4年度
1,稚幼樹調査フ

゜
ロット設定

1 1を各 3箇所 男J紙の
とおり
2,稚樹の発生と成長量 (樹
高 )

調査別紙のとおり
3,相対照度調査点の固定と
調査

平成 5年度
1,稚樹刈だしの実施
間伐不実行のため実行して

いない

2,稚樹の発生消長と成長量長
査

別紙のとおり
3,相対照度調査

別紙のとおり

平成 6年度
1,稚樹刈出しの実施
(必要性と方法 )

間伐が遅れたため実行 していない

2,稚樹の発生消長と成長量調査

別紙のとおり ・

3,相対照度調査

別紙のとおり

4,枝打ちの検討
(必要性と方法 )

間伐を実行したばかりであり2～ 3
年後に枝打ちを実行したい。



調査事項

1 林況調査 (ha当 たり) 単位 :本数=本 ,材積=m

3 相対照度調査 (調査は各区60点を固定し,6月 下旬～7月 に行う〉

(単位 :人 /ha)5 造林作業の功程調査

ヒノキ稚幼lJの発生 ,

試
験
区
1樹 種
|

伐 採 前 伐   採
__工 h_I

量 伐 採  後

本 数 材 積 本  数 径級 樹高 材 積 本  数 材 積

３０
％
区

ヒノキ 80辞 2′/ ′′μ /“ ノ′ ど′ 2/ι つ 20∠

その他 7 / 7 ノ

“

// /

三十 3θ ′/ ′バ ′0ノ ♂

'
2/メ ′ ユ″ろ

１０
％
区

ヒノキ 274/ 2′2 /0よク ノ乙 ノ ク //ス /`,/ ク

その他
ノ

`/
/♪ ′ 2

言十 22●ス ミタダ /ノ ノノ ノ/“ / /♂0

Ю
％
区

ヒノキ
8ノ '7 3ノ

“

/士およ ノみ /′ /r/ タ よよ

その他
お ご ご∂ /“ // マ

エ
ー pメ

“

´ ご/7 /よ
`ア

/ξ′ ′r7 /ご′

稚幼樹の成長量 (樹高cm。 根元径mm)調査
士也 !存 メ」出し 下メ1り 除 伐 つる切 枝打ち 植込み

30%区 回

4o%区

50%区

試験区 伐採前 伐採御洗毎騒 年度 年度 年度 年度

30,6区
`)、

/ノ う、′毬 ′、″

40%区
a′

“

ク ノヽノ ′、まぢ

50%区
0、〃 ′ ′レ ′

`Z



状 況 写 真 主′．虜分区 え び の  営林署
(株 式 6)

「


